
 

 

 

 

 

 

 

第 2054 回例会 

2021 年 3 月 15 日(月) 
海南商工会議所 4F 12:30～ 

会員卓話 角谷 太基 君 

 

１．開会点鐘 

２．ロータリーソング      「我らの生業」 

３出席報告 

会員総数 40 名 出席者数 22 名 

出席率 56.41%  前回修正出席率 76.92% 

 

４．会長スピ-チ       会長 花畑 重靖 君 

みなさん、今日は。2

月例会を再会して、2 回

目となります。和歌山の

コロナの感染数も小康状

態です。引き続き、ご注

意ください。 

本日の会員卓話は、SAA

の角谷 太基 君です。宜

しくお願いします。 

 

 

５．幹事報告               幹事 田岡 郁敏 君 

今日は特にありません。 

  

６．米山カウンセラー感謝状       阪口 洋一 君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．会員卓話           角谷 太基 君 
みなさん こんにち

は。さて、会員卓話で

すが、当社が大事にし

ている創業当時からの

経営理念「人の心に貯

金する」と考え方 に

ついてお話しさせてい

ただきます。どうか、

よろしくお願いします。 
私は、地場産業の家

庭日用品の製造販売をしている株式会社サンコー

で代表をしています。父親が昭和 37 年に 28 歳で

創業しました。創業して来期で 60 周年目を迎えま

す。従業員数は

パートナーさん

を入れて約 120
名です。 

私は、26 歳の

時に、入社させ

ていただき、現

在 56 歳になり

ました。二代目

社長ということで 13 年前から経営のかじ取りをや

らせてもらっています。商品は家庭等で使用するク

リーニング用品や、マット、敷物類を主に製造販売

しています。 
全国の HC や量販店さんのようなお店、また通販

カタログさん、テレビショッピングさん、 近では

アマゾンをはじめとする EC サイトなどでも販売

させていただいています。その延長で、近年は、中

国やアメリカ等、EC サイトを通じて、海外にも販

路を拡大しています。 
 経営理念「人の心に貯金する」「本を忘れず」と

いうことで、会社経営をしている私にとって、事業

では、創業者である父であり、創業時、打ち立て、

今も承継し、全社員で判断、ならびに行動の軸とし

て会社の中心として大切にしているのが、経営理念

「人の心に貯金する」という言葉です。 
人の心に貯金せよとは、「人の為にやることは必

ず己のためになる。無形の資産を増やすことなく実

りの多い人生は望めない」創業者 角谷勝司の理念
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です。その

ほかにも、

創業者が作

ってくれた

社是や、会

社行動スロ

ーガン、三

つの幸せと

いったよう

な言葉が残

されており、社内では、ピラミッド型に図式化した

ものをパネル化して、いたるところに見える形で掲

示しています。経営理念手帳というものを作成して、

全社員が勤務時間中は

携帯するようにしてい

ます。経営理念手帳の中

身はというと、「人の心

に貯金する」という経営

理念の解説文を頭に創

業者である父が生前中、

遺してくれた言葉をい

れたものとなっていま

す。その経営理念手帳を、

朝礼等で、毎日、繰り返

し、繰り返し、輪読して

は、全社員でそれぞれの

潜在意識にまで透徹するような作業を繰り返して

います。 
ここで、この「人の心に貯金する」という言葉が、

どうやって生まれたのか？また、父がなぜ、会社設

立時にこの言葉を経営理念にしたのかをお話しさ

せてもらいます。 
時は、父の両親、つまり私の祖父母の時代にさか

のぼります。祖父は、明治時代、海南市に生まれた

農家の次男坊でした。当時、祖父が生まれたころは、

日清、日露戦争で日本が勝ち、富国強兵を進めてい

た時代でした。名前も勝って治めるという「勝治（し

ょうじ）」と名付けられた人でした。その名の通り、

海軍の職業軍人となり、広島の呉で、海軍の少尉と

して、また太平洋戦争が始まる前までは、それなり

に裕福な生活をしていたそうです。   
祖父が昭和 17 年にパプアニューギニアで亡くな

って、そこから、海南に戻ってきて、母ひとり、子

供 4 人の貧乏どんどこ生活になりました。母親を助

けたい一心で、15 歳で田中宗に丁稚で入社。そし

て、28 歳で母親を楽にさせたいという思いで、独

立創業させてもらいました。その時に打ち立てた経

営理念、つまり、私にとっても、会社にとっても、

「本を忘れずに」の「もと」、それが「人の心に貯

金する」です。今でも思い起こすのは、母親の言葉

です。「田中宗商店で、お前は立派な商売人になっ

たけれども、職人をいじめているのではないか、職

人をいじめて金儲けをするのはよくないと言われ

ました。それで逆に母親に尋ねたのです。貧乏しな

がら、なんで近所の田畑の手伝いに行くのか？そし

たら母親は、お米欲しさに行っているのと違う。お

前たちが困ったときに近所の人が助けてくれるよ

う、無形の資産を残していると言われました。これ

が心にずっと残り、会社の理念になったわけです。」

こうやって、昭和 37 年創業当時、経営理念が「人

の心に貯金する」と定まりました。 
それから、もうひとつ、本（もと）となるものと

して、サンコーという社名の由来「三つの幸せの実

現」についてお話させてもらいます。ちなみに、サ

ンコーは漢字で表記すると、三つの幸せと書きます。

それで三幸となります。私たちの使命は、「３つの

幸せの実現」「買う人の幸せ、つくる人の幸せ、売

る人の幸せ」です。わたしたちは、「生活用品」の

開発に「心のサービス」を付加することによって、

人々により快適で便利な暮らしを提供し続けます。

そして、社名の由来でもある「3 つの幸せ」すなわ

ちサンコーにかかわるすべてのステークホルダー

の幸せを追求します。 
三方善（さんぽうよ

し）を意味した社名、

サンコーですが、その

中でも、父は、独立創

業時、それまでに地場

で丁稚として働き、父

を支えてきてくれた

地元の加工先さんや

仕入先さんを大事にしていました。三つの葉っぱの

うちのひとつです。ちなみに、売る人の幸せ、つま

り、私たちは、一番うすい緑色の部分になります。

私たちは、まだまだ未熟で色づいていない。もっと

努力して、色づけるようになろうという意味が込め

られています。 
現在では、その創業者である父も、他界してはや

5 年近くがたちました。創業者や先人たちに感謝し、

経営理念も引き継ぎやっていますが、そんな私も過

去はそうでもありませんでした。現在では、先代の

恩を感じて、経営をさせていただいていますが、過

去は、まったく、そうではなかったということを恥

ずかしながら、少しお話しさせていただきます。 
私が入社したのは、27 年前。大阪の中堅商社で

数年ですが、勤めてから父の会社へ。会社は父親が

創業してから、約 30 年が経っていました。→創業

者、ワンマン、強引、剛腕、ぐいぐい、カラスが黒

でも本人が白なら、白僕は、小さいころ、両親が苦

労している背中を見て育つ。→朝、起きたら、会社

でいない、兄弟 3 人寝たころに帰ってくる、朝から

晩まで働き詰めの両親の背中を見て育ちました。兄

弟 3 人はおばあちゃんに育てられました。 
おばあちゃんは信仰心もあつかったので、毎朝晩、

仏さんに手を合わせていて、僕らも手を合わすし、

般若心経も自然と覚えてしまうし、この時に、昔の

母一人、子供 4 人の時の苦労話とか、父親の若いと

きから今までの苦労話を聞かされて育ちました。 
 そんなこんなで、ずっと両親のことを尊敬してい

たし、会社を継げとは言われてないけど、自然と今



の会社に戻ってこられました。ところが、会社に入

ったら、父親の創

業からの苦労な

ど、理解もしよう

とせずに、反発ば

かりしていまし

た。それも、真正

面からぶつかっ

たらよかったの

に、おやじには、

負けると思って

いたので、陰で、

うちの先代のや

り方を、私に同調

する社員さんた

ちと、愚痴ばっか

り言っていまし

た。 
そんな時に転

機がきて、なんだ

かんだ、私も 40
歳前に専務として会社で NO2 になった時のことで

した。父が脳梗塞になったんです。幸い、会社でな

ったのと気づくのが早かったので、軽い後遺症は残

ったものの、その後の健康に不安を感じて、社長を

交替すると言われたのです。その時、初めて、自分

が父親に対して反発しているばっかりで、仕事での

テクニック的なことはさておき、経営者としての心

構えができていませんでした。その時に、何か、肩

に急に重いものを背負った感じになり、実際、半年

間位、うつ状態になってしまいました。反発ばかり

していた結果が、このざまです。どうしようもなく

なって、父親に、病気でもありながら、社長交代を

延ばしてくれと頼んだのです。 
父は、私のふがいなさにも、「わかった」とうな

ずいてくれた時には、自分自身のふがいなさに涙が

止まらなかったことを思い出します。自分が変わっ

たのは、それからです。それまでは、仕事や経営に

関してはテクニックばかりを追いかけていました。 
企業の 3 要素は「ヒト・モノ・カネ」といいます。

その中でも「ヒト」が、一番、 初に来ることから、

人としての考え方が大事だと思うようになり、いろ

んな人や勉強会から、「人として何が正しいか」と

いう考え方を教わるようになりました。 
そして、結論は、実は、小さいころからお両親や

おばあちゃんに教えてもらった、「人には親切にし

なさい」とか、「約束は必ず守りなさい」だとか、

「なにごとにも感謝の気持ちを持ちなさい」とか、

「えらそうぶるな」とか、「人の心に貯金しなさい

い」とか、そういうことが、実は人として一番、大

切であることに気づかされました。そんなことが肚

（はら）に落ち、反発していた私の父に対する気持

ちも、幼少のころから抱いていた尊敬の念に変わり、

素直に父の言動を受け止められるようになりまし

た。その時、それまで、ずっと、会社で NO1 であ

る父に NO2 である私が反発していたことで、一番、

社員さんたちがかわいそうだったということに初

めて気が付きました。ほんとう、当時、私はただの

二代目のアホぼんでした。私が所属している勉強会

のひとつに倫理法人会という団体があります。倫理

の十七か条の第 5 条に「夫婦は一対の反射鏡」とい

う教えがあります。その文章の 後に「夫婦が互い

に相手を直したいと思うのは逆さである。ただ自分

を磨けばよい。己（おのれ）を正せばよい。その時、

相手は必ず自然に改まる。夫婦は、いつも向かい合

った一組の鏡である。」とあります。 
会社においては、No1 である父が家庭でいう夫、

そして No2 である私が家庭でいう妻と 
いう関係です。会社においては、専務時代、妻役で

ある私が、夫役である父に対しての気持ちが変われ

たのは、まさにこの第 5 条の教えの通りであり、こ

の教えと出会えたことで、私の考え方も変わりまし

た。私自身が、創業者であり、会社のトップであっ

た父親への気持ちが大きく感謝の気持ちへと変わ

ったことで、会社の雰囲気も、その後、どんどん、

よくなっていきました。 
そして、予定通り、5 年後の 44 歳の時に社長を

交替してもらいました。ありがたかったですし、社

員のみなさんも、なんとか、この二代目のみこしを

担いでやろうという雰囲気になっていました。 
これを機に、私の気持ちが両親、すなわち、先代

創業者に対して素直になり、会社としても、本（も

と）である経営理念をはじめとする創業者の考え方

を大事にすることを意識 
し始めました。両親、ご先祖様、そして創業者、先

人、あらゆる周囲の方々の感謝する経営を心掛けて

いるおかげで、社風もよくなり、業績も徐々に右肩

上がりになっています。 

父の他界後、地元での会合での集まりがあるたび

に、父が生前、人に対しておこなった 
「人の心に貯金する」の行為を耳にします。海南東

ロータリークラブの諸先輩にみなさんからも、同じ

ようなことを言われたことも多々あります。このよ

うに、大小、様々ではありますが、いまだに、人に

会うたびにいろいろから、父の話を聞かされ、「人

の心に貯金する」を実践してくれたおかげで、今の

私があることに感謝しています。人とは、何事につ



けても本（もと）を忘れがちで、初心を忘れ、受け

た恩を忘れるから、いつしか怠け心が出て、過ちを

犯してしまいます。そうならないためにも、常に本

（もと）である両親やご先祖様の恩、創業者が残し

てくれた徳、そして企業理念を大切にし、これから

も少しでも徳を積み、末（すえ）を乱さぬようにし、

将来世代へ、この徳をしっかりとつないでいきます。  
本日はご清聴ありがとうございました。 

 

８．閉会点鐘 

 

次回例会 

第 2055 回 2021 年 3 月 22(月) 

海南商工会議所 4F 12:30～ 

会員卓話 小久保 好章 君 

 

 

 

 

 
楠部  均 君  ８〇会ゴルフ、優勝しました。 
田岡 郁敏 君  ８〇会ゴルフ、準優勝でした。 
 
 
 

 
 
 

 

 安全な水と衛生設備の利用は、すべての人がもつ

べき権利。なのに、汚染水で病気になる人や命を落

とす人が後を絶ちません。未来を担うはずの子ども

たちは、水汲みなどの労働によって学校に通えず、

つらい境遇を強いられています。 

 私たちの活動は、井戸を掘るだけではありません。

安全な水と衛生設備を提供した上で、衛生や伝染病

予防に関する教育も行うことで、コミュニティ全体

の生活を改善し、子どもの通学率を高めています。  

 安全な水、衛生施設や衛生リソースの不足は、世

界で も大きな保健問題の一つです。これはまた、

解決が も難しい問題でもあります。ロータリーは

これまで何十年にもわたり、井戸を掘り、配管工事

を行い、浄水設備を整え、流し台やトイレを設置す

るなどして、人びとが安全な水を利用できるよう支

援してきました。しかし 大の課題は、このような

設備が整えられた後にあります。それは、はじめに

プロジェクトが成功してもゆくゆくは失敗に終わ

るケースゆくゆくは失敗に終わるケースが頻繁に

あるからです。 

 コンサルティング会社「Improve International」

社が集めたデータによると、サハラ以南のアフリカ

だけでも、機能不全となった水道システムに関連す

る費用の累計額は、さまざまな団体を合わせて 12

億～15 億ドルに上ると推定されています。 

 アフリカ、

南米、南アジ

アの一部で

は、まるで持

続不可能と

なった奉仕

プロジェク

トの証とで

もいうよう

に、錆びた給

水ポンプや

老朽化した衛生施設があちこちに見られます。独立

して調査を行った「Aguaconsult」社による 2013

年の報告では、ロータリーが実施したプロジェクト

でのこのような問題が取り上げられました。また、

より効果的なプロジェクトを計画する上での持続

可能性の重要性にも触れられています。 

 ロータリーがここ数年、活動の焦点を教育、協力、

持続可能性に転換したのもこれが一つの理由とな

っています。 

 ロータリー財団のグローバル補助金、ロータリア

ン行動グループ、米国国際開発庁（USAID）とのパ

ートナーシップ によって、ロータリーの水と衛生

プログラムである「WASH プログラム」は、より効

果的で持続的な変化をもたらしています。 

 

海南クリーンアップ作戦（清掃活動） 

  海南東 RC、西 RC

は、合同で、2 月 21

日（日）、海南市内の

国道沿いので、海南

クリーンアップ作戦

（清掃活動）を行い

ました。両クラブの

会員及びファミリー等、総勢約 40 名が参加。 コロ

ナ禍の中ではありますが、野外の活動でもあり、

近の海南市の状況は、感染者無しの日が続いており、

感染予防に配慮し、希望者を募り、実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ会報・雑誌委員会  委員長：重光 孝義  岸 友子  岩井 克次  千賀 知起  赤松 昭二  宇恵 久視  倉橋 順子  楠部 均  宮脇 節子  寺下 卓 


